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84億5,542万9千円 113億7,864万2千円を可決総額

平成30年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

平成31年

３月
1億7,764万9千円を減額

　３月定例会は、３月８日から18日までの11日間の会期で開催された。町長の行

政報告、30年度補正予算９件、31年度当初予算10件、条例関係７件、その他４件

の計30件が提案され、原案どおり承認可決された。

　一般会計当初予算では、新規事業として、主に、幼児英語教育委託事業、学童保

育施設新築棟新設工事事業、せきすい斎苑火葬炉整備事業、きくすいロマン館空調

改修工事、緑彩館空調入替工事、プレミアム付商品券事業などが含まれている。

　一般質問は７名が登壇し、幼児英語教育に向けての町の考えについてや、町のＰ

Ｒ推進についてなど、提言も含めさまざまな質問がなされ活発な議論が交わされた。

　最終日には、議員発議による、町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員会設

置に関する追加議案も承認可決された。

特別会計補正予算

平成31年度

各会計当初予算の状況

会　計　名 追加・減額 歳入歳出予算総額

国民健康保険事業会計 994万5千円追加 14億7,302万7千円

介護保険事業会計 1,019万5千円減額 15億8,042万9千円

特別養護老人ホーム事業会計 277万6千円追加 5億246万3千円

簡易水道事業会計 126万8千円減額 5,909万6千円

下水道事業会計 169万9千円減額 6,570万6千円

特定地域生活排水処理事業会計 1,230万6千円減額 1億411万7千円

後期高齢者医療事業会計 318万3千円減額 1億5,954万円

和水町病院事業会計（収益的収入及び支出） 272万3千円減額 8億7,860万4千円

予算総額

会 計 名
当 初 予 算 額

増 減 額
平成30年度 平成31年度

一般会計 61億3,275万9千円 67億1,490万8千円 5億8,214万9千円

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険事業会計 14億6,727万9千円 14億318万1千円 △6千9万8千円

介護保険事業会計 15億2,102万8千円 14億9,379万3千円 △2千723万5千円

特別養護老人ホーム事業会計 4億7,844万円 4億9,313万5千円 1,469万5千円

簡易水道事業会計 5,060万1千円 6,451万5千円 1,391万4千円

下水道事業会計 6,493万7千円 6,278万6千円 △215万1千円

特定地域生活排水処理事業会計 1億206万9千円 1億1,341万6千円 1,134万7千円

春富財産区特別会計 30万2千円 28万6千円 △1万6千円

後期高齢者医療事業会計 1億6,267万3千円 1億5,719万2千円 △548万1千円

和水町病院事業会計 
（収益的収入及び支出）

8億5,347万3千円 8億7,543万円 2,195万7千円

計 47億80万2千円 46億6,373万4千円 △3,706万8千円

合　　計 108億3,356万1千円 113億7,864万2千円 5億4,508万1千円

　補正予算の主な内容は、平成30年度当初予算が骨格予算であった影響などによる不要額の合計と追加

補正の差引で1億7,764万9千円の減額となった。

　歳出において増額となった主な事業は次のとおりである。

事項別歳出予算名 内　　　　容 金　額

財産管理費 合併振興基金積立金 118万8千円

農業総務振興費 熊本県中山間農業モデル地区支援補助事業 526万8千円

公共土木施設災害復旧費 工事請負費（災害復旧） 780万円
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議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第2号 条例 和水町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第3号 条例 和水町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 〃

議案第4号 条例
和水町が設置する専用水道の水道技術管理者の資格を定める条例
の一部改正について

〃

議案第5号 条例
和水町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について

〃

議案第7号 条例 和水町森林環境譲与税基金条例の制定について 〃

議案第8号 条例 和水町教職員住宅設置条例の一部改正について 〃

議案第9号 条例
和水町田中城ミニミュージアムの設置及び管理に関する条例の制
定について

〃

議案第10号 補正予算 平成30年度　和水町一般会計補正予算（第9号） 〃

議案第11号 補正予算 平成30年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第4号） 〃

議案第12号 補正予算 平成30年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第13号 補正予算 平成30年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計補正予算（第4号） 〃

議案第14号 補正予算 平成30年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第15号 補正予算 平成30年度　和水町下水道事業会計補正予算（第4号） 〃

議案第16号 補正予算 平成30年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第17号 補正予算 平成30年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第2号） 〃

議案第18号 補正予算 平成30年度　和水町病院事業会計補正予算（第3号） 〃

議案第19号 当初予算 平成31年度　和水町一般会計予算 〃

議案第20号 当初予算 平成31年度　和水町国民健康保険事業会計予算 〃

議案第21号 当初予算 平成31年度　和水町介護保険事業会計予算 〃

議案第22号 当初予算 平成31年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計予算 〃

議案第23号 当初予算 平成31年度　和水町簡易水道事業会計予算 〃

議案第24号 当初予算 平成31年度　和水町下水道事業会計予算 〃

議案第25号 当初予算 平成31年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計予算 〃

議案第26号 当初予算 平成31年度　和水町春富財産区特別会計予算 〃

議案第27号 当初予算 平成31年度　和水町後期高齢者医療事業会計予算 〃

条 例： 7件

予 算： 19件

そ の 他： 4件

人 事： 8件

計 38件

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

発議第1号 その他
和水町総合グラウンド及びその周辺整備事業検討特別委員会の期
間を変更する決議について

原案決定

発議第2号 その他
町立病院・特別養護老人ホーム検討特別委員会設置に関する決議
について

〃

閉会中の継続調査について（各委員会） 〃

議員派遣について 〃

議員提出議案一覧

採 決 結 果
町長提出議案一覧

３ 月 議 会 議 案 審 議

賛３月
定例会 否 一 覧 表

賛成討論 議案19号：髙木議員

※議長は可否同数または特別議決の時以外表決に参加しません。
※賛否がわかれたものだけを掲載しています。掲載している議案のほかは全員賛成です。

○は賛成　×は反対

荒
木　

宏
太

白
木　
　

淳

齊
木　

幸
男

坂
本　

敏
彦

竹
下　

周
三

髙
木
洋
一
郎

秋
丸　

要
一

松
村　

慶
次

庄
山　

忠
文

池
田
龍
之
介

森　

潤
一
郎

蒲
池　

恭
一

議案第9号 条例 和水町田中城ミニミュージアムの設置及
び管理に関する条例の制定について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※

議案第13号 予算 平成30年度　和水町特別養護老人ホーム
事業会計補正予算（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ※

議案第22号 予算 平成31年度　和水町特別養護老人ホーム
事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ※

議員名

議　案

議案第28号 当初予算 平成31年度　和水町病院事業会計予算 原案可決

議案第29号 その他 和水町過疎地域自立促進計画の変更について 〃

議案第30号 その他 工事請負変更契約の締結について 〃

議案第31号 その他 町道の路線廃止について 〃

議案第32号 その他 町道の路線認定について 〃

諮問第1号 人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案決定

諮問第2号 人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃

諮問第3号 人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃

諮問第4号 人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃

諮問第5号 人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 〃

同意第1号 人事 和水町教育委員会教育長の任命について 原案同意

同意第2号 人事 和水町教育委員会委員の任命について 〃

同意第3号 人事 和水町教育委員会委員の任命について 〃
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平成31年度 特別会計当初予算

公 営 企 業 会 計

総　額：　46億6,373万4千円 総　額：　67億1,490万8千円

自 主 財 源 15億8,298万3千円

8億7,960万8千円
3,909万4千円
5,470万9千円

2億5,145万1千円
3億1,200万3千円
4,611万8千円

17.1%

0.8%

1.1%

4.9%

6.1%

0.9%

30億3,122万4千円
2億9,938万4千円
6億4,644万7千円
4億6,177万円
6億9,310万円

町税
分担金・負担金
使用料・手数料
繰入金
繰越金
財産収入・寄付金・諸収入

地方交付税
地方譲与税・他交付金
国庫支出金
県支出金
町債

59.1%

5.8%

12.6%

9.0%

13.5%

平成31年度 一般会計当初予算

依 存 財 源 51億3,192万5千円

（％は構成比を表示）

歳 出 予 算

歳 入 予 算

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費

農林水産業費 商 工 費 土 木 費 消 防 費

教 育 費 災 害 復 旧 費 公 債 費

7,465万3千円
（1.1%）

8億1,853万2千円
（12.2%）

19億6,157万8千円
（29.2%）

6億7,016万9千円
（10.0%）

2億8,492万3千円
（4.2%）

2億1,676万7千円
（3.2%）

7億4,847万2千円
（11.1%）

2億7,741万1千円
（4.1%）

6億1,449万7千円
（9.2%）

10億1,100万円
（15.1%）

2,000万円
（0.3%）

予 備 費

1,690万6千円
（0.3%）

国 民 健 康 保 険 事 業

14億318万1千円

介 護 保 険 事 業

14億9,379万3千円

特別養護老人ホーム事業

4億9,313万5千円

特定地域生活排水処理事業

1億1,341万6千円

後期高齢者医療事業

1億5,719万2千円

簡 易 水 道 事 業

6,451万5千円

下 水 道 事 業

6,278万6千円

和 水 町 病 院 事 業

8億7,543万円

春 富 財 産 区

28万6千円

限 ら れ た 予 算 で 最 大 限 の 効 果 を ！

※
自
主
財
源
と
は

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に

収
入
で
き
る
財
源

依
存
財
源
と
は

国
や
県
の
意
思
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た

り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
収
入



Nagomi vol.49 Nagomi vol.499 8

　

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
所
管
課
の
平
成
31
年
度

歳
入
歳
出
当
初
予
算
審
査
を
、
総
務
・
文
教
常
任
委

員
６
名
で
、
さ
る
３
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
に
亘

り
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
歳
入
歳
出
予
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

会
計
歳
入
歳
出
予
算
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
書
及
び

予
算
説
明
書
を
も
と
に
、
所
管
課
で
あ
る
会
計
室
、

議
会
事
務
局
、
監
査
室
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
三

加
和
総
合
支
所（
住
民
課
、
春
富
財
産
区
）、
税
務
住

民
課
、
社
会
教
育
課
、
学
校
教
育
課
、
総
務
課
の
順

番
で
懇
切
丁
寧
に
説
明
を
受
け
、
予
算
審
査
を
実

施
致
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
は
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
に
お
け
る
、

所
管
課
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
は
、
全
委
員
、

社
会
教
育
課
予
算
金
栗
四
三
顕
彰
事
業
費
、
３
千

１
４
２
万
１
千
円
の
内
、
金
栗
生
家
前
の
駐
車
場

原
形
復
旧
工
事
費
、
１
千
２
３
９
万
７
千
円
の
、
予

算
執
行
凍
結
と
い
う
条
件
付
き
で
、《
本
会
議
に
於

い
て
、
全
議
員
の
賛
同
を
得
、
町
長
も
そ
の
こ
と
を

重
要
に
受
け
止
め
、
こ
の
案
件
の
予
算
執
行
に
つ

い
て
は
、
随
時
、
議
会
に
報
告
を
し
な
が
ら
事
を
進

め
た
い
と
明
言
さ
れ
た
。》そ
の
他
の
予
算
案
に
つ

い
て
は
、
承
認
す
る
と
い
う
意
見
の
集
約
を
見
た
。

　

ま
た
、
本
年
の
当
初
予
算
は
、
本
町
財
源
の
約
半

分
を
地
方
交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
状
況
の
中
、

合
併
後
、
10
年
間
特
別
加
算
措
置
で
あ
っ
た
、
合
併

算
定
替
え
か
ら
、
一
本
算
定
へ
の
５
カ
年
に
亘
る

移
行
期
間
で
あ
り
、
普
通
交
付
税
の
一
本
算
定
に

向
け
た
漸
減
し
た
予
算
編
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

一
般
会
計
の
平
成
31
年
度
当
初
予
算
総
額
は
、
67

億
１
千
４
９
０
万
８
千
円
、
前
年
度
よ
り
５
億
８

千
２
１
４
万
９
千
円（
9.5
％
）増
額
で
あ
る
。
前
年

度
は
町
長
選
、
議
員
選
が
執
行
さ
れ
る
た
め
骨
格

予
算
で
あ
っ
た
。
基
金
か
ら
取
崩
さ
れ
、
３
億
９
千

万
円（
財
政
調
整
基
金
１
億
円
、
減
債
基
金
１
億
５

千
万
円
）繰
り
入
れ
ら
れ
て
お
る
状
況
で
、
ま
た
、

収
入
減
が
予
想
さ
れ
る
も
の
は
、
自
動
車
取
得
税

交
付
金
▲
３
１
１
万
７
千
円
、
分
担
金
及
び
負
担

金
▲
１
千
４
２
４
万
５
千
円
、
繰
越
金
▲
１
２
９

万
２
千
円
等
で
あ
り
、
町
債
は
６
億
９
千
３
１
０

万
円
で
１
億
８
千
１
９
０
万
円
増（
過
疎
債
３
億
９

千
１
４
０
万
円
＝
道
路
整
備
等
の
ハ
ー
ド
事
業
分

３
億
２
千
80
万
円
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
等

の
ソ
フ
ト
事
業
分
８
千
８
６
０
万
円
、
合
併
特
例

債
１
億
２
千
８
８
０
万
円
、
臨
時
財
政
対
策
債
１

億
４
千
万
円
）と
な
り
、
こ
こ
数
年
菊
水
地
域
の
学

校
統
合
事
業
等
の
大
規
模
な
公
共
事
業
で
公
債
費

が
か
な
り
膨
れ
上
が
っ
て
お
り
、
今
後
は
起
債
に

よ
る
各
種
事
業
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と
が
望
ま
し

い
処
で
あ
る
と
意
見
の
集
約
を
見
た
。

　

ま
た
、
町
民
の
方
々
に
安
全
な
水
の
供
給
は
、
簡

易
水
道
関
係
は
建
設
課
、
久
井
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・

平
野
ビ
レ
ッ
ジ
関
係
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
中

林
水
源
関
係
は
三
加
和
総
合
支
所
住
民
課
と
業
務

窓
口
が
複
数
に
分
か
れ
て
お
り
、
使
用
料
金
に
も

格
差
が
あ
り
、
不
公
平
と
思
わ
れ
る
の
で
、
業
務
窓

口
の
一
本
化
、
使
用
料
金
の
均
一
化
を
図
る
よ
う

に
促
し
、
ま
た
、
同
一
形
態
行
事
の
統
一
化
、
リ
ー

ス
等
の
契
約
窓
口
の
一
本
化
を
図
り
、
価
格
交
渉

の
優
位
性
を
図
る
検
討
を
提
案
、
ま
た
、
将
来
的
見

通
し
か
ら
、
よ
り
一
層
の
緊
縮
財
政
と
な
る
と
の

意
見
の
集
約
か
ら
、
縦
割
・
横
割
だ
け
で
な
く
全
体

的
に
計
画
を
立
て
、
財
政
負
担
の
分
散
に
努
め
る

べ
き
と
注
意
喚

起
を
促
し
、
担

当
課
に
お
け
る

予
算
執
行
に
於

い
て
は
、
よ
り

良
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
意

識
し
、
費
用
対

効
果
を
挙
げ
る

努
力
を
さ
れ
る

よ
う
要
望
、
総

務
・
文
教
常
任

委
員
会
当
初
予

算
審
査
を
終
了

し
た
。

　

委
員
会
が
所
管
し
て
い
る
一
般
会
計
に
お
け
る

健
康
福
祉
課
、
農
業
委
員
会
、
農
林
振
興
課
、
商
工

観
光
課
、
建
設
課
、
特
別
会
計
の
介
護
保
険
事
業
会

計
、
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計
、
和
水
町
病
院
事
業
会

計
、
簡
易
水
道
事
業
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
、
特

定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
会
計
に
つ
い
て
平
成

31
年
度
当
初
予
算
審
査
報
告
を
行
う
。

健
康
福
祉
課

　

福
祉
係
、
障
害
福
祉
係
、
子
ど
も
家
庭
係
、
保
健

予
防
係
、
地
域
包
括
支
援
係
、
介
護
保
険
係
、
神
尾

保
育
園
の
７
係
で
健
康
福
祉
に
関
す
る
業
務
を
行

っ
て
い
る
。
健
康
福
祉
課
の
一
般
会
計
は
、
民
政
費

の
国
保
会
計
繰
出
金
・
特
別
会
計
繰
出
金
を
除
く
15

億
５
千
１
３
２
万
８
千
円
で
昨
年
と
比
較
し
て
、

１
億
５
千
８
６
５
万
７
千
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

要
因
と
し
て
は
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ニ

ー
ズ
が
高
ま
り
、
障
害
者
総
合
支
援
介
護
等
給
付

費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
児
童
福
祉
費
の

な
か
で
は
学
童
保
育
施
設
の
新
設
工
事
に
伴
う
予

算
、
委
託
料
と
し
て
幼
児
英
語
教
育
導
入
事
業
予
算
、

神
尾
保
育
園
の
ト
イ
レ
等
の
維
持
補
修
工
事
、
そ

の
他
老
朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
工
事
及
び
機
能
強

化
を
図
り
環
境
が
充
実
さ
れ
る
。

　

介
護
保
険
事
業
会
計
は
、
２
千
７
百
２
３
万
５

千
円
の
減
額
、
積
立
給
付
金
が
昨
年
度
５
千
万
円

で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
５
千
円
と
な
り
減
額
の
要

因
で
あ
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
事
業
会
計

　

歳
入
で
は
、
短
期
入
所
生
活
介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
者
の
増
加
、
増
収
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
昨
年
度
よ
り
２
千

９
１
０
万
６
千
円
増
額
の
４
千
３
８
５
万
９
千
円

と
な
っ
て
お
り
経
営
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

和
水
町
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
は
８
億
７
千
５
４
３
万

円
で
昨
年
度
よ
り
２
千
１
９
５
万
７
千
円
の
増
額
。

　

入
院
収
益
を
入
院
患
者
数
、
年
間
２
万
４
千
人

と
見
込
み
４
億
３
千
６
４
５
万
５
千
円
、
外
来
収

益
を
外
来
患
者
数
、
年
間
２
万
６
千
人
と
見
込
み

１
億
６
千
４
８
４
万
円
と
予
定
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会

　

平
成
30
年
８
月
１
日
よ
り
新
体
制
へ
移
行
し
農

業
委
員
11
名
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
17
名
歳

出
総
額
３
千
２
２
２
万
９
千
円
で
あ
る
。

農
林
振
興
課

　

優
良
農
地
の
維
持
と
認
定
農
業
者
を
確
保
し
、

担
い
手
育
成
を
進
め
農
業
振
興
を
図
る
。

　

補
助
事
業
を
活
用
し
裏
作
の
取
れ
る
圃
場
を
整

備
し
所
得
の
向
上
を
図
る
。

　

先
端
技
術
の
導
入
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業（
果
樹

防
除
技
術
の
確
立
）の
実
証
を
す
す
め
る
。

　

以
上
を
目
標
と
し
当
初
予
算
総
額
２
億
５
千
３

６
９
万
６
千
円
と
し
て
い
る
。

商
工
観
光
課

　

商
工
費
総
額
は
昨
年
度
よ
り
１
億
４
２
０
万
６

千
円
増
額
の
２
億
１
千
６
７
６
万
７
千
円
と
な
り
、

主
な
要
因
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
、
菊
水

ロ
マ
ン
館
施
設
等
改
修
事
業
、
緑
彩
館
空
調
設
備

入
替
工
事
、
金
栗
四
三
大
河
ド
ラ
マ
Ｐ
Ｒ
関
連
事

業
で
あ
る

建
設
課

　

土
木
費
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
７
億
５
千
９
９

０
万
６
千
円
に
な
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
土
木
総
務
費
、
道
路
維
持

費
、
道
路
新
設
改
良
費
、
橋
梁
維
持
費
、
河
川
維
持

費
、
河
川
改
良
費
、
住
宅
管
理
費
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
別
会
計
の
簡
易
水
道
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
、
６
千
４
５
１
万
５
千
円
で
あ
り
、
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
４
千
１
０
万
円
で
あ
る
。

　

下
水
道
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、
６
千

２
７
８
万
６
千
円
で
あ
る
。

　

特
定
排
水
処
理
事
業
会
計
の
歳
入
歳
出
総
額
は
、

１
億
１
千
３
４
１
万
６
千
円
と
な
る
。

　

以
上
３
つ
の
特
別
会
計
は
、
町
民
に
と
っ
て
安

心
で
安
全
な
環
境
整
備
に
務
め
る
と
と
も
に
、
企

業
会
計
制
度
設
計
に
向
け
経
営
の
健
全
化
に
努
め

る
事
を
要
望
し
た
。

　

厚
生
・
建
設
・
経
済
常
任
委
員
会
は
効
率
的
な
予

算
執
行
を
要
望
し
て
、
当
初
予
算
審
査
を
終
え
た
。

納めた は税金あなた
の どのように使われたのか

委
員
長
　
池
　
田
　
龍
　
之
　
介

委
員
長
　
坂
　
本
　
敏
　
彦

総
務
・
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
・
建
設
・
経
済
常
任
委
員
会

予 算 審 査 ・ 　 各 常 任 委 員 会 報 告
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本
検
討
特
別
委
員
会
会
議
は
こ
れ
ま
で
５

回
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
の
説
明
や
現

場
確
認
を
実
施
し
、
本
事
業
の
問
題
点
や
改

善
点
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
意
見
の
集
約

を
図
っ
た
。

　

ま
ず
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
の
機
能
に
つ

い
て
、
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側
の
境
界
斜
面

か
ら
土
砂
が
流
れ
込
む
こ
と
か
ら
土
砂
流
入

防
止
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。
次
に
外
周
ト

ラ
ッ
ク
の
延
長
が
1
周
７
７
５
ｍ
の
設
計
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
利
用
が
不
便
で
あ
り
、
更

に
照
明
に
つ
い
て
も
設
置
計
画
が
な
い
こ
と

か
ら
利
用
時
間
に
つ
い
て
も
制
限
が
で
て
く

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
町
の
公
共
運
動
施

設
と
し
て
の
機
能
と
目
的
を
考
え
た
時
、
最

大
限
の
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
是
正
と
見

直
し
を
提
案
し
た
。

　

執
行
部
の
当
初
計
画
し
て
い
る
事
業
費
２

億
６
千
２
６
９
万
円
の
計
画
に
お
い
て
、
今

後
の
和
水
町
財
政
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
町

の
負
担
額
は
大
き
く
、
有
利
な
起
債
と
言
わ

れ
る
合
併
特
例
債
を
起
債
し
て
も
、
償
還
金

を
含
め
約
１
億
円
の
一
般
財
源
が
必
要
と
な

る
。
現
在
、
学
校
建
設
や
空
調
の
入
れ
替
え

等
を
進
め
て
い
る
町
と
し
て
は
財
政
負
担
が

大
き
く
今
後
、
実
質
公
債
費
率
が
上
が
っ
て

い
く
こ
と
に
将
来
懸
念
が
残
る
。

　

現
在
、
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
３
０
０

ｍ
ト
ラ
ッ
ク
や
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
の

使
用
が
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
早
急
に

機
能
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
補
助
金
や
企
業
助
成
金
の
活
用
を
委
員
会

と
し
て
提
案
し
た
。

　

和
水
町
町
民
の
為
に
最
小
の
予
算
で
最
大

限
の
費
用
対
効
果
を
生
む
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

建
設
に
な
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
執
行

部
と
検
討
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
、

和
水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び
そ
の
周
辺
整

備
事
業
検
討
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
と
す

る
。

　

和
水
町
の
財
政
運
営
の
中
で
、
重
要
視
さ

れ
る
特
別
事
業
会
計
で
あ
る
国
民
健
康
保
険

和
水
町
立
病
院
事
業
会
計
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
事
業
会
計
は
２
つ
と
も
慢
性
的
に
経

営
不
振
の
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

そ
れ
に
加
え
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お

い
て
は
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
も
あ

り
、
議
会
は
町
立
病
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
今
後
に
関
す
る
調
査
、
検
討
を
行
う

特
別
委
員
会
を（
議
員
12
人
全
員
で
構
成
）設

置
し
た
。

委
員
長
　
荒
木
　
宏
太

委
員
長
　
坂
本
　
敏
彦

岡本　貞三　教育長

庄山　忠文　議員

特
別
委
員
会
中
間
報
告

町
立
病
院
・
特
別
老
人
ホ
ー
ム

検
討
特
別
委
員
会
設
置

和
水
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
及
び

そ
の
周
辺
整
備
事
業
検
討
特
別
委
員
会

町
立
病
院
・
特
別
老
人
ホ
ー
ム
検
討
特
別
委
員
会

町政の発展に貢献 ご　紹　介
　庄山忠文議員は、町議会議員として15年以上在職

（合併前も含む）され、このほど全国町村議会議長会

と熊本県町村議会議長会から自治功労の表彰がありま

した。おめでとうございます。

　３月定例会において、教育長に選任された岡本貞三

さん（和水町中十町）を紹介します。

　岡本さんは37年間教職員としてお勤めされたのち

に、教育委員会委員を歴任されております。本町教育

行政のこれからをけん引されることとご期待しており

ます。



問
平
成
31
年
度
か
ら
実
施
す
る
幼
児

に
対
す
る
英
語
教
育
の
内
容
は
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）
民
間
事
業
者

に
委
託
し
て
、
①
英
語
や
外
国
人
に
興

味
や
親
し
み
を
持
つ　

②
正
し
い
語
学

力
を
持
て
る
基
礎
づ
く
り　

③
小
学
校

に
進
学
し
て
も
戸
惑
い
な
く
英
語
の
授

業
に
向
き
合
え
る
環
境
づ
く
り　

の
３

つ
を
目
標
と
し
て
、
町
内
４
保
育
園
で

週
１
回
を
基
本
に
年
間
40
回
を
上
限
に

実
施
す
る
。
ま
た
、
子
育
て
広
場
な
ど

で
も
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

　

指
導
者
は
、
英
語
を
母
国
語
と
す
る

外
国
人
で
、
歌
や
遊
び
を
通
じ
て
英
語

教
育
を
行
う
計
画
で
あ
る
。

問
保
育
園
か
ら
小
学
校
へ
の
英
語
教

育
の
連
続
性
は
。
新
１
・
２
年
生
の
英

語
教
育
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答
（
教
育
長
）
現
在
、
３
年
生
以
上

の
児
童
に
対
し
て
英
語
教
育
を
実
施
し

て
い
る
。
新
１
・
２
年
生
に
つ
い
て
は
、

外
国
人
指
導
助
手
を
町
で
雇
用
し
て
、

週
１
時
間
の
学
習
を
計
画
し
て
い
る
。

学
習
内
容
は
、
ゲ
ー
ム
形
式
や
遊
び
を

通
じ
て
英
語
に
親
し
む
内
容
と
す
る
予

定
。

問
平
成
４
年
か
ら
上
津
田
地
区
に
居

住
し
、
創
作
活
動
や
展
覧
会
を
開
催
さ

れ
る
な
ど
、
本
町
の
芸
術
文
化
に
貢
献

さ
れ
た
銅
版
画
家
の
故
・
秀
島
由
紀
男

氏
の
作
品
を
町
が
所
蔵
し
て
い
る
と
思

う
が
、
そ
の
作
品
の
管
理
状
況
は
。

答
（
教
育
長
）
秀
島
先
生
の
作
品
１

７
６
点
は
平
成
24
年
度
ま
で
旧
あ
ば
か

ん
家
に
保
管
・
展
示
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
三
加
和
総
合
支
所
の
文
化
財
関

連
資
料
保
管
室
に
保
管
し
て
い
る
。

問
版
画
は
、
湿
度
な
ど
に
敏
感
で
あ

る
。
専
門
家
に
相
談
し
て
、
適
切
に
保

管
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
町
民
に

鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答
（
町
長
）
専
門
家
の
指
導
を
受
け

て
保
管
方
法
を
検
討
す
る
。

答
（
教
育
長
）
学
校
な
ど
で
、
展
示

を
検
討
す
る
。

提案
秀
島
先
生
の
功
績
を
顕
彰
す
る
回

顧
展
の
開
催
を
提
案
す
る
。

問
ラ
ン
ナ
ー
の
聖
地
と
発
す
る
町
の

今
後
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
は
。

答
（
町
長
）
２
０
０
年
以
上
経
っ
た

生
家
、
そ
し
て
金
栗
さ
ん
が
通
っ
た
学

校
の
通
学
路
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
ま

さ
に
聖
地
と
言
え
る
。
生
家
を
上
空
か

ら
撮
影
し
た
写
真
を
、
ラ
ン
ナ
ー
の
聖

地
と
セ
ッ
ト
に
し
て
、
和
水
町
し
か
な

い
原
点
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
る
。

問
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
を
考
え
て
い

る
か
。

答
（
町
長
）
金
栗
四
三
生
家
に
は
や

た
ら
手
を
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
思
っ

て
い
る
。
今
の
状
態
で
保
存
し
て
い
く

方
が
、
価
値
が
あ
る
。

問
ワ
ン
ピ
ー
ス
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
像

に
つ
い
て
執
行
部
で
の
会
議
は
あ
っ
た
か
。

答
（
町
長
）
や
っ
て
い
な
い
。

答
（
総
務
課
長
）
総
務
課
か
ら
町
長

に
は
言
っ
て
な
い
。
被
災
地
の
復
興
支

援
が
一
番
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
他
市

町
村
の
動
向
等
も
調
べ
る
べ
き
で
あ
っ
た

と
反
省
し
て
い
る
。

問
執
行
部
の
中
で
議
論
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
興
味
が
な
い
の
か
、

活
用
を
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
。
こ
の
政
治
判
断

は
町
長
が
し
て
い
な
い
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）
総
務
課
か
ら
副
町

長
、
町
長
に
は
上
げ
て
い
な
い
。
そ
の

旨
の
判
断
を
仰
ぐ
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。

問
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
だ
と
思
う
が
、

こ
の
町
の
執
行
の
流
れ
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）
公
文
書
は
あ
ら
ゆ

る
と
こ
ろ
か
ら
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
、

案
件
に
よ
っ
て
は
係
長
、
課
長
、
判
断

で
止
ま
る
場
合
が
あ
る
。

問
今
の
こ
の
状
態
で
町
長
は
い
い
の

か
。

答
（
町
長
）
今
後
二
度
と
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
問
題
意

識
を
持
ち
な
が
ら
対
応
す
る
。

問
信
頼
関
係
の
問
題
だ
と
思
う
。
今

後
の
対
策
は
。

答
（
町
長
）
職
員
の
意
識
改
革
だ
と

思
う
。

問
萩
原
〜
江
田
〜
内
田
を
通
る
県
道

大
牟
田
植
木
線
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

道
路
環
境
の
早
期
実
現
は
。

答
（
町
長
）
児
童
・
高
齢
者
な
ど
歩

行
者
対
策
が
必
要
。
南
小
学
校
用
木
地

区
の
歩
道
整
備
は
毎
年
県
に
要
望
し
て

い
る
が
事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
年

度
は
用
木
公
民
館
か
ら
郵
便
局
付
近
ま

で
舗
装
修
繕
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

問
交
通
事
故
防
止
の
た
め
江
田
四
つ

角
交
差
点
改
良
の
早
期
実
現
は
。  

答

 

（
町
長
）
29
・
30
年
度
は
足
踏
み

状
態
だ
っ
た
。
３
月
に
県
の
地
元
説
明

会
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
全
力
を
挙

げ
て
県
当
局
に
働
き
か
け
る
。

問
い
だ
て
ん 

大
河
ド
ラ
マ
で
注
目

を
浴
び
て
い
る
今
こ
そ
移
住
・
定
住
化

促
進
の
た
め
住
宅
地
開
発
の
実
現
を
。

答
（
町
長
）
住
宅
用
地
造
成
を
計
画

し
て
い
る
。
31
年
度
か
ら
３
年
間
で
町

有
地
を
活
用
し
て
25
戸
程
度
の
整
備
を

目
指
す
。

問
天
皇
陛
下
の
ご
退
位
と
皇
太
子
殿

下
の
ご
即
位
、
新
元
号
発
表
の
際
に
政

府
見
解
と
学
習
指
導
要
領
の
通
り
の
対

応
を
と
る
考
え
は
あ
る
か
。        

答
（
町
長
）
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
国
民
を
挙
げ
て
お
祝
い
す
る
こ
と
を

い
さ
さ
か
も
否
定
し
な
い
。
国
県
か
ら

の
通
知
、
近
隣
市
町
等
の
動
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
検
討
す
る
。          

問
新
元
号
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
即
し

た
名
称
変
更
は
。
例
、
金
栗
四
三
記
念

三
加
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
記
念
和
水
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

答

 

（
町
長
）
大
変
検
討
に
値
す
る
。

問
昭
和
48
年
今
上
陛
下
が
皇
太
子
時

代
に
美
智
子
妃
殿
下
と
行
啓
さ
れ
た
き

く
す
い
荘
は
、
町
民
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役

割
が
あ
る
。
今
こ
そ
町
長
は
新
築
建
替

の
決
断
と
行
動
を
す
る
と
き
。

答
（
町
長
）
今
年
６
月
ぐ
ら
い
ま
で

に
執
行
部
の
考
え
方
を
ま
と
め
議
会
に

提
示
し
意
見
を
聞
か
せ
て
頂
き
た
い
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

３月定例会では７名の議員が一般質問を行いました。主な質問事項は次のとおりです。

＊一般質問の記事は、質問した議員が600文字程度
に要約したものです。原文を尊重していますが、一
部編集しています。

＊発言が「〜である。」調で記載していますが、質問・
答弁は丁寧語で発言されています。

＊会議録は町の公式ホームページで閲覧できます。

ズバリ！聞きます　一般質問
坂本　敏彦議員 14P
◦千載一遇の好機をどのように生かしていく考え

か？

竹下　周三議員 15P
◦「いだてん関連」
◦区長の役割は

森　潤一郎議員 15P
◦学童保育の今後はどう変わっていくのか！

荒木　宏太議員 13P
◦我が町のＰＲ戦略！政治判断は急務！執行体制に

問題はないか？

池田　龍之介議員 14P
◦病院、特老運営は抜本改革を喫緊の課題として

捉えるべき!!

齊木　幸男議員 12P
◦天皇陛下の御即位と新元号の対応
◦江田四つ角交差点の改良と定住化
◦特老きくすい荘の新築建替の決断

髙木　洋一郎議員 13P
◦幼児英語教育の内容と小学校への連続性は？
◦銅版画家の故・秀島由紀男氏の作品鑑賞の機

会提供を！

幼
児
英
語
教
育
の
内
容
と
小
学

校
へ
の
連
続
性
は
？

銅
版
画
家
の
故
・
秀
島
由
紀
男
氏

の
作
品
鑑
賞
の
機
会
提
供
を
！

我
が
町
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
！

政
治
判
断
は
急
務
！

執
行
体
制
に
問
題
は
な
い
か
？

天
皇
陛
下
の
御
即
位
と
新
元
号
の
対
応

江
田
四
つ
角
交
差
点
の
改
良
と
定
住
化

特
老
き
く
す
い
荘
の
新
築
建
替
の
決
断

髙木洋一郎議員

齊木　幸男議員荒木　宏太議員



問
約
３
億
２
千
６
０
０
万
円
程
の
予

算
を
投
じ
て
事
業
が
推
進
な
さ
れ
て
い

る
が
、
既
存
の
商
店
等
に
お
け
る
経
済

効
果
は
。

答
（
町
長
）
三
加
和
温
泉
関
連
に
お

い
て
は
販
売
増
で
、
１
月
〜
２
月
共
に

１
５
０
％
〜
１
６
０
％
の
伸
び
で
あ
る
。

提言
物
品
販
売
増
は
喜
ば
し
い
が
、
温

泉
客
の
増
加
は
横
這
い
で
あ
る
。

こ
ち
ら
も
並
行
し
て
集
客
に
努
め
て
頂

き
た
い
。

問
今
日
ま
で
い
だ
て
ん
関
連
で
職
員

に
よ
る
人
員
補
填
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
も
続
く
の
か
。

答
（
町
長
）
職
員
の
皆
様
に
は
苦
労

を
か
け
て
申
し
訳
な
い
。
心
配
し
て
い

る
所
で
あ
り
、
改
善
し
て
い
く
。

提言
職
員
の
休
養
を
心
配
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
費
用
対
効
果
を
お
尋

ね
し
て
い
る
。

問
現
状
を
踏
ま
え
て
今
後
ど
の
様
に

し
て
い
く
の
か
。

答
（
町
長
）
町
内
観
光
施
設
の
Ｐ
Ｒ

等
に
力
を
入
れ
、
金
栗
先
生
の
思
い
を

継
承
し
て
、
和
水
町
に
“
行
き
た
い
、

住
み
た
い
”
と
思
っ
て
頂
け
る
町
に
し

た
い
。

提言
本
町
内
に
あ
る
宝
、
あ
し
湯
・
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
裏
の
桜
等
々
活
用
し

て
集
客
に
繋
い
で
ほ
し
い
。

問
ふ
れ
あ
い
の
森
、
ト
レ
イ
ル
ラ
ン

構
想
は
ど
う
な
っ
た
か
。

答
（
町
長
）
素
晴
ら
し
い
発
想
で
あ
り
、

大
い
に
進
め
た
い
。
全
面
的
に
協
力
し

て
い
き
た
い
。

提言
活
動
出
来
て
い
な
い
状
況
を
打
破

し
て
進
め
て
頂
き
た
い
。 

問
行
政
区
長
の
役
割
は
。

答
（
町
長
）
本
町
の
嘱
託
員
設
置
条

例
第
四
条
に
よ
り
定
め
、
行
政
事
務
に

関
す
る
伝
達
、
調
査
、
報
告
、
土
木
費

補
助
事
業
に
か
か
わ
る
各
種
調
査
報
告

そ
の
他
、
災
害
情
報
の
収
集
・
報
告
・

対
応
等
で
あ
る
。
地
域
住
民
と
行
政
と

の
連
絡
調
整
な
ど
、
住
民
の
ま
と
め
役

で
あ
る
。

提言
区
長
の
役
割
を
明
確
に
周
知
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
町

長
の
言
葉
一
つ
で
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
が

発
生
す
る
。
町
長
と
し
て
の
理
念
・
信

念
も
大
切
で
あ
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
頂
き
た
い
。

問
病
院
、
特
老
問
題
に
つ
い
て
、
国

は
独
立
採
算
の
確
立
を
図
る
様
に
と
舵

を
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
地
方
交
付

税
の
特
別
交
付
金
の
交
付
額
削
減
に
踏

み
切
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
う
。
特

老
に
於
い
て
も
小
規
模
な
自
治
体
が
持

つ
時
代
は
終
焉
を
迎
え
た
の
で
は
な
い

か
。

答
（
町
長
）
特
老
と
病
院
の
問
題
は

一
番
の
懸
案
事
項
と
想
っ
て
い
る
。
今

日
ま
で
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
病
院
、

特
老
と
一
連
の
予
防
、
医
療
、
介
護
ま

で
整
備
さ
れ
、
町
民
の
健
康
と
福
祉
の

為
に
貢
献
し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
、

公
が
経
営
す
る
病
院
、
特
老
、
も
ち
ろ

ん
経
済
合
理
性
の
追
求
も
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
い
い
の
か

と
云
う
部
分
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

問
病
院
経
営
の
中
で
、
人
件
費
は
何

割
に
な
る
。

答
（
事
務
部
長
）
人
件
費
に
占
め
る

割
合
は
、
74
％
位
で
は
と
。

問
人
件
費
74
％
こ
れ
は
異
常
。
経
営

は
成
り
立
た
な
い
。
地
域
の
人
た
ち
に

安
心
感
を
与
え
る
た
め
に
は
、
診
療
所

タ
イ
プ
を
菊
水
地
域
に
１
つ
、
三
加
和

地
域
に
１
つ
作
れ
ば
、
未
病
対
策
は
出

来
る
。
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
は
残
し
つ

つ
、
今
後
の
病
院
運
営
を
真
摯
に
考
え
、

そ
の
方
法
を
探
す
の
が
１
番
。

答
（
町
長
）
正
に
私
も
そ
の
通
り
だ

と
思
う
。
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
検
討

を
す
る
。

問
金
栗
四
三
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

こ
の
千
載
一
遇
の
好
機
を
、
５
年
後
、

10
年
後
に
、
移
住
定
住
促
進
に
ど
の
よ

う
に
生
か
し
て
い
く
考
え
な
の
か
。

答
（
町
長
）
金
栗
四
三
氏
が
大
河
ド

ラ
マ
の
主
人
公
の
一
人
に
選
ば
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
金
栗
氏
が
和
水
町
の
出
身
で

あ
る
と
全
国
に
発
信
さ
れ
た
こ
と
で
和

水
町
の
名
前
を
目
に
し
た
方
は
相
当
多

く
い
る
と
拝
察
す
る
。
本
町
で
は
千
載

一
遇
の
好
機
を
生
か
し
、
さ
ら
に
和
水

町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
事
業
を
実
施
し
、

四
季
折
々
の
和
水
町
を
ま
る
ご
と
見
て

味
わ
っ
て
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

既
存
の
観
光
施
設
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、

和
水
町
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
き
和

水
町
が
持
つ
強
み
を
重
ね
て
、
有
休
化

し
た
土
地
を
活
用
し
、
そ
こ
に
宅
地
造

成
を
し
呼
び
込
み
、
移
住
定
住
促
進
を

早
急
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
幼
児
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
平

成
31
年
度
よ
り
実
施
の
方
向
で
あ
る
が
、

小
学
校
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中

で
英
語
力
は
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
聞

く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
や
り
と
り
、
発
表
、

読
み
込
む
、
書
く
こ
と
の
技
能
を
習
得

し
、
間
違
い
を
恐
れ
ず
に
積
極
的
に
英

語
を
使
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
今
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
は
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
幼
児
英
語
教
育
を
導
入
し
次

の
小
学
校
１
・
２
年
生
そ
し
て
３
・
４

年
生
の
教
科
化
に
連
続
性
と
い
う
の
は

非
常
に
大
事
だ
と
私
は
思
う
。
は
っ
き

り
し
た
発
音
、
英
語
独
特
の
イ
ン
ト
ネ

ー
シ
ョ
ン
が
自
然
と
出
る
よ
う
に
一
連
の

幼
児
段
階
か
ら
小
学
校
１
・
２
年
生
ま

で
含
め
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

問
県
が
発
表
し
た
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」
の
体
制
拡
充
策
は
対
象
を
６
年

生
ま
で
拡
大
し
、
受
入
れ
時
間
を
午
後

７
時
ま
で
延
長
す
る
と
あ
る
。
今
後
町

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
提
供

体
制
は
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）
今
後
の
支
援

内
容
を
精
査
す
る
た
め
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
。
そ
の
集
計
結
果
を
も
と
に

２
０
１
９
年
に
つ
い
て
は
保
育
園
児
の
保

護
者
代
表
、
保
育
園
の
園
長
並
び
に
主

任
児
童
員
等
で
構
成
し
た
子
ど
も
子
育

て
推
進
協
議
会
に
て
協
議
し
て
、
支
援

事
業
の
提
供
体
制
を
構
築
し
て
い
く
予

定
だ
。
受
入
れ
拡
充
や
受
入
れ
時
間
の

延
長
に
つ
い
て
も
第
２
期
の
支
援
事
業

計
画
策
定
に
向
け
た
課
題
と
し
て
検
討

し
て
い
く
。

問
学
童
保
育
施
設
の
建
設
に
伴
う
待

機
児
童
の
問
題
、
支
援
員
の
数
確
保
等

運
営
上
の
問
題
は
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）
２
０
１
８
年

６
月
菊
水
地
域
の
小
学
校
保
護
者
を
対

象
に
学
童
保
育
の
利
用
の
意
向
調
査
を

実
施
。
そ
の
結
果
６
年
生
ま
で
利
用
し

た
い
と
い
う
対
象
者
が
73
名
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
も
と
に
今
回
の
学
童
保
育
施
設

の
新
設
規
模
を
80
名
と
し
て
建
設
す
る

予
定
。
仮
に
６
年
生
ま
で
利
用
拡
充
し

て
も
待
機
児
童
な
し
で
対
応
で
き
る
と

判
断
し
て
い
る
。
支
援
員
の
数
に
つ
い

て
は
制
度
上
１
支
援
あ
た
り
40
人
規
模

と
な
っ
て
い
る
の
で
２
名
は
必
要
と
な
る
。

し
か
し
目
の
行
き
届
い
た
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
に
は
そ
れ
以
上
の
支
援
員
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
放
課
後
学
童
保
育
の
管
理
運
営
の

責
任
主
体
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
（
町
長
）
２
０
２
０
年
度
開
設
予

定
の
菊
水
区
域
の
学
童
保
育
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
は
民
間
委
託
に
移
行

す
る
こ
と
も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。
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ズバリ！聞きます 一般質問

「
い
だ
て
ん
関
連
」

区
長
の
役
割
は

病
院
、特
老
運
営
は
抜
本
改
革
を

喫
緊
の
課
題
と
し
て

捉
え
る
べ
き
!!

千
載
一
遇
の
好
機
を

ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

考
え
か
？

学
童
保
育
の
今
後
は

ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
！

竹下　周三議員

森　潤一郎議員 坂本　敏彦議員

池田龍之介議員


